
≪使用球場≫
・ナスパ･スタジアム
・下総運動公園野球場
・中郷スポーツ広場
・八生スポーツ広場
・遠山スポーツ広場
・久住スポーツ広場
・豊住スポーツ広場
・船橋高瀬球場
・神崎町営球場
・水と緑運動広場野球場
・白井運動公園野球場
・鎌ヶ谷市営球場
・百目木公園野球場

★幸町リトルインディアンズ　(千葉) ★菊間ツインズ　(市原) ★高野台ジャガーズ　( 柏 )

★千城台レッドシャークス　(千葉) ★鶴指少年野球部　(市川) ★光ヶ丘シャークス　( 柏 )

★作草部松ヶ丘　(千葉) ★塩焼ちどりウイングス　(市川) ★豊上ジュニアーズ　( 柏 )

★誉田ベアーズ　(千葉) ★市川アスナロズ　(市川) ★北初富セブンスターズ　(葛南)

★花園ライオンズ　(千葉) ★平川レッドスターズ　(市川) ★南部少年野球クラブＢ　(葛南)

★緑町レッドイーグルス (千葉) ★青堀少年野球クラブ (かずさ) ★リトルイーグルス　(葛南)

★夏見台アタックス　(船橋) ★冨木田ファイターズ　(かずさ) ★新浦安ドリームスター　(葛南)

★薬円台リトルスター　(船橋) ★野里ワイズウルフ　(かずさ) ★矢指スポーツ少年団　(東総)

★二和タイガース　(船橋) ★那古ニュースターズ　(市原) ★匝瑳東ベースボールクラブ　(東総)

★海神スパローズ　(船橋) ★白子ジュニアサンダース　(九十九) ★ナスパマリーンズ　(北総)

★藤崎シークレット　(習志野) ★東金東クラブ　(九十九) ★ジュニアコスモス　(北総)

★ならしのフレンズ　(習志野) ★セントラルパークス　(東葛) ★多古町スポーツ少年団　(北総)

★鷺沼マリーンズ　(習志野) ★小金原ビクトリー　(東葛) ★西志津クラブ　(北総)

★大新ジャガーズ　(八千代) ★清水タイガース　(東葛) ★八街マリーンズ　(印旛)

★エースライオンズ　(八千代) ★西新田子ども会　(東葛) ★木刈ファイターズ　(印旛)

★オール五井ヤップオーシャン (市原) ★流山ホークス　(東葛) ★四街道ブルースターズ　(印旛)

≪試合結果≫ トーナメント表は県HP試合結果に掲示しております。

(船橋地域) (東葛地域)

木刈ファイターズ

(八千代地域) (印旛地域)

≪参加チーム≫

第34回 少年野球千葉県選手権大会 【ろうきん旗大会】

優　勝

平成30年 10月13日(土)・21日(日)・27日(土)・28日(日)・11月3日(土) ﾖﾋﾞ4日(日)

第三位

セントラルパークス

エースライオンズ

夏見台アタックス 準優勝

第三位
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★　夏見台アタックス　推薦選手　後記　慶太 (ｺﾞｷ　ｹｲﾀ)

ぼくはどこまで勝ち進めるか分かりませんでした。 けれど初戦からどんどん勝ち進ん
で行き、 決勝戦まで行った時はどきどきしました。 ぼくはチャンスで打つのが苦手
で、チャンスで回ってきても打てませんでした。 でも打てなかったぼくに監督は、 「守
備で見せてくれ」と言ってくれました。 ぼくはみんなの足を引っぱらないようにがんばっ
てファインプレーをしました。 みんなにほめられてうれしかったです。 そして優勝した
時はうれしくてみんなでよろこびました。 ぼくは優秀選手賞をもらえてとてもうれしかっ
たです。

ぼく達は、 夏の日報杯で三回戦で負け、 とても悔しい思いをしました。
チームに何が足りないか、そして自分に何が足りないか、考え、 成長するよう努力して
きました。 そして、 このろうきん旗大会で、 ぼく達は持ち前の粘り強い野球と、 成長し
たチーム全員の力を出し、 決勝戦まで上がっていく事ができました。
負けてしまいましたが、 この悔しさをバネに、 もっと強くなるために、 また努力し成長し
たいです。

★　セントラルパークス　推薦選手　鈴木 陽大　(ｽｽﾞｷ ﾖｳﾀ)

「千葉県制覇」 僕が少年野球を始めた2年生の時に立てた目標です。 そのために、 自
分の持ち味であるピッチングを一生懸命練習してきました。
今大会では、 守備の安定感、 積極的な走塁、 最後まであきらめない気持ちなど、 セ
ントラルらしいプレーで、 準優勝することができました。 僕もチームメイトの守りを信じ
て、 1イニングでも多く0点に抑えるために、 自分らしい緩急をつけたピッチングができ
たと思います。 このメンバーでできる残りの試合も、 粘り強いセントラルらしいプレー
をして、 最後に優勝で終われるように頑張りたいです。

★　セントラルパークス　監督　重信 浩二　(ｼｹﾞﾉﾌﾞ　ｺｳｼﾞ)

日報杯三回戦敗戦の悔しさを経験し、 次の目標として、 ろうきん旗優勝を目指して来
ました。 毎回厳しい試合が続きましたが、 子供達の成長で準優勝出来ました。 試合
の流れを掴みきれた結果だと思います。 応援、 サポート頂いた父母の皆様、 ありがと
うございました。 感謝の気持ちでいっぱいです。 選手の皆さんひとつひとつのプレーを
大事にし、目標に向かって頑張りましょう。 最後に大会関係者の皆様、 お世話になり
ありがとうございました。 今後とも宜しくお願い致します。

★　夏見台アタックス　監督　中井　勝行　(ﾅｶｲ　ｶﾂﾕｷ)

いつも通りの野球をどんな試合、どんな展開、どんな場面においても慌てず、焦らず、
気負わずに貫けるか？をテーマに取り組みました。 子供達はいつも通りの野球をしっ
かりと出し切れば結果は自ずと付いてくる！と信じて普段の練習、練習試合から普段
力、当たり前力を上げる為にしっかりと取り組んできました。日報、ろうきんの連覇を成
し遂げた子供達の日々の努力に敬意と感謝です。 素晴らしい自慢の子供達です。
最後になりましたが今大会の運営、審判に関わって頂きました皆様には本当に感謝で
ございます。ありがとうございました。

★　セントラルパークス　主将　濱岡 佑太郎　(ﾊﾏｵｶ ﾕｳﾀﾛｳ)

アタックス初のろうきん旗優勝を目標に最後の県大会にのぞみました。仲間を信じて全
力で戦いました。決勝戦は今までで1番チームがひとつになった試合でした。準決勝か
らの全体応援、朝早くから遠くまで来てくれたチームメイト、声をかけてくれたりアドバイ
スをくれたコーチ、沢山の人のパワーが集まって優勝する事ができました。最後のアウ
トを取った時は本当に感動しました。千葉日報杯とろうきん旗、二つの県大会で優勝で
きて最高に最高にうれしかったです。Bチームも大事な試合があるのに一緒に戦ってく
れてありがとう。来年もこの大会で優勝して欲しいです。涙を流して喜んでくれた監督、
コーチの姿は忘れません。僕達の為にたくさんのことを教えてくれて本当にありがとうご
ざいました。

★　夏見台アタックス　主将　横山 匠太　(ﾖｺﾔﾏ　ｼｮｳﾀ)


